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 要  旨 
ITS (Intelligent Transport Systems：高度道路交通システム)は将来の安全かつ便利な運転を実現していく上で
重要な役割を果たすと予想される．特に高度なITS技術を備えたASV (Advanced Safety Vehicle：先進安全自動車)
は交通事故に対する重要な解決策であると考えられる．ASVでは交通事故を未然に防止するために，車と車が互
いに車両の位置や走行情報などを車車間ブロードキャスト通信システムによってやり取りすることで情報共有を
行い，見通しの無い交差点などで安全運転を支援する． 
しかし車車間ブロードキャスト通信システムは多重波伝搬によるフェージングや，車両や建物のシャドウイン
グの影響によって，システム全体の信頼度が低下する．さらに車車間通信で複数の車両が同時に送信した場合，
隠れ端末となる車両が発生することが知られており，同時に送信されたパケットの衝突によって通信の信頼度が
低下する．高い信頼度を持つITS通信システムを設計するためには，様々な環境における信頼度の予測が可能でか
つシステムを改善した時の効果を定量的に評価できる手段が必要となる． 
また，アドホックネットワークの研究成果を車車間通信に適用する研究が行われているが，車両がそれぞれ移
動しネットワークの変化が激しくかつ電波伝搬環境が不安定であるため，安定した通信が困難である．道路に構
築された固定のネットワークが利用できれば，より安定した車車間通信が期待できる． 
本研究では，CSMA/CA方式を用いた自律分散車車間ブロードキャスト通信において，フェージングによるCNR
の劣化と隠れ端末問題によるパケットロスの両方を考慮したパケット伝送成功率の一般的な理論解析手法と，複
数周波数帯を用いた車路車間中継通信ネットワークを提案した． 
提案する理論解析手法は，様々な道路・電波伝搬環境や交通状態における通信信頼度の統一的な解析手法を提
供することを目的とする．トラフィックの発生，CSMA/CA方式の挙動，車両配置と電波伝搬をモデル化すること
で，パケット伝送成功率を定式化する．パケット伝送成功率と隠れ端末による衝突のパケット伝送成功率への影
響を明らかにするため，直線道路上に全ての車両がある場合を想定して評価を行った．その結果，キャリアセン
スがうまく働かず隠れ端末が発生する確率と，この結果パケット衝突で誤りが増加する割合を定量化することが
できた． 
車路車間中継通信ネットワークは車車間通信の伝送信頼度の改善を目的とした提案である．提案する中継ネッ
トワークでは，交差点に設置された中継局を想定する．中継局は届いたデータパケットを再生して再送信する再
生中継機能を有し，伝送信頼度を向上できる．このとき車車間リンクと路車間リンクで異なる周波数帯を用いる
ことで両者の衝突・干渉を抑えることができる．さらに，車車間直接波と中継波の２波による周波数ダイバーシ
チ効果および経路ダイバーシチ効果によって，伝送信頼度を大きく向上できる．提案方式の性能を評価するため
に送信車両が複数台存在する時の車車間通信のシミュレーションを行った．その結果，直接通信と比べてパケッ
ト受信成功率を著しく改善できることを示した． 
 
